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編集　下榎隣保館
　　　〒 689 － 4526　日野町下榎 157 番地 1
　　　電話：７２－１１９１（FAX 兼）
             E-mail：rinpokan@town.hino.tottori.jp

★セラバンド体操　日時：10 月 10 日（水）10：00 ～（老人憩の家）　　指導：高橋伸也さん

★生け花（草月流）日時：10 月 20 日（土）13：30 ～（下榎集会所）　　講師：生田清子さん

★クレイフラワー    日程調整中です。お楽しみに。　　　　　　　　 　　講師：妹尾仁津美さん

※学習講座はどなたでも参加できます。気軽に下榎集会所（電話 72 － 1191）までお電話を。

10 月の
行　事
予　定

　

中
学
生
が
参
加
す
る
日
野
郡
地

区
学
習
会
交
流
会
が
、８
月
７
日
、

日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

開
か
れ
、
日
野
町
か
ら
は
７
人
の

生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー
館
長
の

原
さ
ん
か
ら
、
日
南
町
の
被
差
別

部
落
の
子
ど
も
た
ち
を
学
校
に
通

わ
せ
る
た
め
に
尽
力
し
た
出
井
富

五
郎
さ
ん
や
田
中
儀
太
郎
さ
ん
の

功
績
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
そ

の
後
、
会
場
周
辺
の
現
地
研
修
を

し
ま
し
た
。　

　

学
習
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

学
校
ご
と
に
発
表
し
、
２
班
に
分

か
れ
て
自
慢
の
味
の
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
作
り
ま
し
た
。
生
徒
だ
け
で

作
る
カ
レ
ー
は
疑
心
暗
鬼
と
腕
自

慢
の
出
し
ど
こ
ろ
。
戸
惑
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
に
は

す
っ
か
り
打
ち
解
け
て
親
し
く
な

り
、
地
区
学
習
会
で
学
ぶ
生
徒
同

士
の
交
流
と
親
睦
が
深
ま
り
ま
し

た
。

《
生
徒
の
感
想
》

・
生
校
の
生
徒
と
の
交
流
が
楽
し

か
っ
た
。

・
石
碑
（
故
田
中
儀
太
郎
氏
頌
徳

碑
）
の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
分
か
っ

て
勉
強
に
な
っ
た
。

・
始
め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
け
ど
、

最
後
に
は
仲
良
く
な
れ
て
良
か
っ

た
。

　毎月第３土曜日午後１時
３０分から下榎集会所で生け
花教室を開催しています。
　 四 季 折 々 の 可 憐 な 花 で
“ ホッ ” と一息つきませんか。
先生の丁寧な指導のもと、と
ても和やかな教室です。
初心者の方大歓迎です。お気
軽にお問合せください。

【隣保館学習講座】

生け花教室生徒募集
小
学
生
の
交
流
を
深
め
よ
う

と
、
日
南
小
学
校
か
ら
4
人
の
児

童
を
迎
え
、
8
月
10
日
、
下
榎
集

会
所
で
奥
日
野
交
流
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
各
学
校
の
学
習
会
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
発
表
。
そ
の
後

昼
食
の
カ
レ
ー
作
り
に
取
り
か
か

り
ま
し
た
。
玉
ネ
ギ
切
り
に
苦
戦

し
、
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け
て
玉
ね
ぎ

を
切
る
姿
に
笑
い
が
起
き
ま
し

た
。

　

午
後
は
お
待
ち
か
ね
の
〝
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
（
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
川
下

り
）〟
で
す
。
Ｄ
ｏ
ス
ポ
ー
ツ
の

皆
さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
水
量
が
少
な
く
、
少
し
苦
戦

し
た
場
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
全
員
が
ダ
イ
ビ
ン
グ
！
。

時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
て
喜
び
の

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

目
標
を
共
有
し
、
達
成
で
き
た

こ
と
で
、
夏
の
良
い
思
い
出
と
仲

間
と
し
て
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し

た
。
Ｄ
ｏ
ス
ポ
ー
ツ
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

１
年
に
１
回
の
交
流
会
で
す

が
、
郡
の
水
泳
、
陸
上
な
ど
の
大

会
で
ま
た
出
会
い
ま
す
。
こ
の
出

会
い
を
大
切
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
交
流
を
深
め
て
い
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

★
日
野
郡
の
中
学
生
が
交
流

★
日
野
・
日
南
の
小
学
生
が
日
野
川
で
交
流

打ち解けあった生徒は楽しく遊ぶ

協力してカレーライスづくり

日野川へ飛び込む小学生生け花で四季を感じませんか
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日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

人
権
の
ま
ち

ひ
の
２
０
１
2
年
9
月

人
権
啓
発
講
演
会
お
よ
び
第
37
回
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会

　『人権尊重のまちづくりをしよう』を合言葉に、10 月 19 日（金）午後 1 時から午後 5 時まで町文

化センターで、講演会とシンポジウムを開きます。皆さん、どうぞお誘い合わせてお越しください。

人権講演会 演題＝『みんなちがって、みんないい。－ 金子みすゞさんのうれしいまなざし －』

講師＝  矢崎　節夫さん（金子みすゞ記念館　館長）

　人は往々にして、何事も ｢自分中心」にとら
えがちです。他者や周りのすべてによって自分
が存在し、生かされていることに気づきにくい
ものです。
　今回の講演では「私とあなた」の関係から、

「あなたと私」の視点で見つめることで、他者

との関係や暮らし方について考えていただきま
す。ひいては立場や状態、状況の違いがあって
も、誰もがかけがえのない大切な社会の構成員
だとの人権の視点で考えていただきます。
　今は亡き金子みすゞさんの優しい心に触れて
みましょう。

昭和 22 年東京生まれ。早稲田大学英文学科卒業。在学中から童謡・
童話の世界を志し、童謡詩人の佐藤義美、まど・みちおに師事。昭
和 57 年、童話集「ほしとそらのしたで」で第 12 回赤い鳥文学賞
を受賞。また、学生時代に出会った童謡詩人金子みすゞさんの一遍
の詩に衝撃を受け、作品を探し続け 16 年の後、埋もれていた遺稿
を見つけ「金子みすゞ全集」として出版。特に、長年の努力の集積
として執筆した「童謡詩人金子みすゞの生涯」では、平成 5 年に日
本児童文学学会賞を受賞。近年は、全国各地で講演活動を行い、金
子みすゞの甦りを多くの人に伝えている。平成 15 年 4 月から金子
みすゞ記念館 ( 山口県長門市先崎 ) 初代館長に就任。

金子みすゞ記念館　館長

矢
や ざ き

崎　節
せ つ お

雄さん

○矢崎さんからのメッセージ
　20 世紀、私たちはもしかすると「私とあなた」というまなざしで駆け抜けてきたのかもし

れません。自分中心、人間中心のまなざしで。生かされていることの喜び、この世のすべてと

共に生きる喜びは、「私とあなた」から「あなたと私」というまなざしに変わることなく、出

会うことはできないでしょう。みすゞさんの詩を通して、まなざしを変える喜びに出会ってく

ださるとうれしいです。

13：20～14：50

研 究 集 会
15：00～16：50

【テーマ】
さまざまな地域課題から、人権尊重社会の仕組みを考えよう
～助け上手、助けられ上手になろう～

　すべての人はどんな状況や状態、立場であっ
ても大切にされ、認められ、保護され、参加し、
自立し、自己実現を目指して暮らすことができ
ます。
　そのようなお互いを尊重する心で築く助け上

手、助けられ上手な地域社会が私たちの願いで
す。
　今回は、暮らしの中の課題や取り組み報告な
どを受けながら、話し合っていただきたいと思
います。

問 合 せ 詳しい内容、参加申込みなどは、
町人権センター（電話 72 ‐ 2107）までお電話ください。

9 月は「心身障害者雇用促進月間」、「知的障害福祉月間」です
　「障がい」のため社会参加や自立、尊厳などの面
で苦しむ、さまざまな多くの人がいます。すべての
人は幸せに生きる権利をもっていますが、障がいを
理由にそれが叶えられない現実もあります。健全な
社会の発展には全ての人々を産業や文化を担う大切
な一員として受け入れ、共に支えあって生きる社会
の実現が必要です。

　そのためには、私たちは「障がい」というさまざ
まな特性を理解するとともに、そのような人々が社
会生活を営む上で何が「障がい」となっているのか
を理解し、「人の壁」と「社会の壁」の解決に向け
た努力が必要です。
　この月間を機に私たち一人一人の課題として、そ
のかかわりについて考えてみましょう。


